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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を照射す
る光源部と、
　前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され、前記励起
光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部分から放出
される蛍光を受光する受光部と
　を備え、
　前記光源部は、前記生体の表面に対して傾斜した方向に前記励起光を照射し、
　前記受光部は、前記生体の表面に対して略垂直な方向の前記蛍光を受光し、
　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交し、
　前記光源部は、前記傾斜した方向に対応して配置される遮光体を有する、生体計測装置
。
【請求項２】
　前記受光部に入射する光の指向性を制御する光学部材をさらに備える、請求項１に記載
の生体計測装置。
【請求項３】
　前記第１の体内物質の前記生体の表面からの深さに対応した被写界深度を有する複数の
受光レンズがアレイ状に配設されたレンズアレイをさらに備え、
　前記受光部に入射する前記蛍光は前記レンズアレイによって導光される、請求項１、ま
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たは２に記載の生体計測装置。
【請求項４】
　前記光源部と前記受光部との間に配置される遮光体をさらに備える、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の生体計測装置。
【請求項５】
　前記光源部は、前記第１の部分に対して、前記励起光と、前記生体の前記第１の体内物
質とは異なる第２の体内物質を計測するための前記励起光とは異なる波長の光とを時分割
で照射する、請求項１～４のいずれか１項に記載の生体計測装置。
【請求項６】
　前記受光部は、２次元分光器を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の生体計測装
置。
【請求項７】
　前記蛍光を集約して前記受光部に導光する集光部をさらに備える、請求項１～６のいず
れか１項に記載の生体計測装置。
【請求項８】
　生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を照射す
る光源部によって、前記第１の部分に対して励起光を照射することと、
　前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され、前記励起
光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部分から放出
される蛍光を受光する受光部によって、前記蛍光を受光することと
　を含み、
　前記光源部は、前記生体の表面に対して傾斜した方向に前記励起光を照射し、
　前記受光部は、前記生体の表面に対して略垂直な方向の前記蛍光を受光し、
　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交し、
　前記光源部は、前記傾斜した方向に対応して配置される遮光体を有する、生体計測方法
。
【請求項９】
　生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を照射す
る光源部と、前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され
、前記励起光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部
分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置に備えられるコンピュータ
に、
　前記光源部を制御する機能と、
　前記受光部を制御する機能と
　を実現させ、
　前記光源部は、前記生体の表面に対して傾斜した方向に前記励起光を照射し、
　前記受光部は、前記生体の表面に対して略垂直な方向の前記蛍光を受光し、
　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交し、
　前記光源部は、前記傾斜した方向に対応して配置される遮光体を有する、プログラム。
【請求項１０】
　生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を照射す
る光源部と、前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され
、前記励起光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部
分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置に備えられるコンピュータ
に、
　前記光源部を制御する機能と、
　前記受光部を制御する機能と
　を実現させ、
　前記光源部は、前記生体の表面に対して傾斜した方向に前記励起光を照射し、
　前記受光部は、前記生体の表面に対して略垂直な方向の前記蛍光を受光し、
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　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交し、
　前記光源部は、前記傾斜した方向に対応して配置される遮光体を有する、プログラムを
記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１１】
　生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記生体の表面に対して傾斜した方向に
励起光を照射する光源部と、
　前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され、前記励起
光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部分から放出
される前記生体の表面に対して略垂直な方向の蛍光を受光する受光部と
　を備え、
　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交し、
　前記光源部は、前記傾斜した方向に対応して配置される遮光体を有する、生体計測装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、生体計測装置、生体計測方法、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、光学系を用いて非侵襲的に生体計測を実施する技術が開発されている。こうした
技術には、例えば、ラマン分光法や近赤外分光法などに加えて、生体に照射された紫外線
などの励起光によって生じる蛍光を測定する蛍光分光法も利用される。蛍光分光法を用い
た生体計測技術の例は、例えば特許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００７－５１０１５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のような蛍光分光法を用いた生体計測技術では、生体の対象領域全
体に励起光を照射するために、励起光の光源と生体との間に空間が必要である。また、対
象領域全体から蛍光を受光するために、蛍光の受光部と生体の間にもある程度の距離が必
要である。それゆえ、生体計測のための装置の小型化が困難であった。
【０００５】
　そこで、本開示では、蛍光分光法を用いた生体計測のための装置を小型化することが可
能な、新規かつ改良された生体計測装置、生体計測方法、プログラムおよび記録媒体を提
案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示によれば、生体の表面の第１の部分に対向して配置され、上記第１の部分に対し
て励起光を照射する光源部と、上記生体の表面の上記第１の部分に隣接する第２の部分に
対向して配置され、上記励起光が上記生体の第１の体内物質を励起させることによって発
生し上記第２の部分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置が提供さ
れる。
【０００７】
　また、本開示によれば、生体の表面の第１の部分に対して励起光を照射することと、上
記励起光が上記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し上記生体の表面の
上記第１の部分に隣接する第２の部分から放出される蛍光を受光することとを含む生体計
測方法が提供される。
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【０００８】
　また、本開示によれば、生体の表面の第１の部分に対向して配置され、上記第１の部分
に対して励起光を照射する光源部と、上記生体の表面の上記第１の部分に隣接する第２の
部分に対向して配置され、上記励起光が上記生体の第１の体内物質を励起させることによ
って発生し上記第２の部分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置に
含まれるコンピュータに、上記光源部を制御する機能と、上記受光部を制御する機能とを
実現させるためのプログラムが提供される。
【０００９】
　また、本開示によれば、生体の表面の第１の部分に対向して配置され、上記第１の部分
に対して励起光を照射する光源部と、上記生体の表面の上記第１の部分に隣接する第２の
部分に対向して配置され、上記励起光が上記生体の第１の体内物質を励起させることによ
って発生し上記第２の部分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置に
含まれるコンピュータに、上記光源部を制御する機能と、上記受光部を制御する機能とを
実現させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体が提供され
る。
【００１０】
　また、本開示によれば、生体の表面の第１の部分に対向して配置され、上記生体の表面
に対して傾斜した方向に励起光を照射する光源部と、上記生体の表面の上記第１の部分に
隣接する第２の部分に対向して配置され、上記励起光が上記生体の第１の体内物質を励起
させることによって発生し上記第２の部分から放出される上記生体の表面に対して略垂直
な方向の蛍光を受光する受光部とを有し、上記励起光が照射される方向は、上記蛍光の方
向に略直交する生体計測装置が提供される。
【００１１】
　上記のような本開示の構成によれば、光源部と受光部とが生体の表面の別々の部分に対
向して配置される。それゆえ、光源部および受光部と生体の表面との間の空間は小さくて
よく、従って装置を小型化することが可能になる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように本開示によれば、蛍光分光法を用いた生体計測のための装置を小型
化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の実施形態の関連技術に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【図２】本開示の第１の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【図３】本開示の第１の実施形態に係る生体計測装置の受光部の構成例を示す図である。
【図４】本開示の第１の実施形態におけるフィルタの構成例を示す図である。
【図５】本開示の第２の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【図６】本開示の第３の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【図７】本開示の第４の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【図８】本開示の第５の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【図９】情報処理装置のハードウェア構成を説明するためのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１５】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．関連技術の説明
　２．本開示の実施形態
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　　２－１．第１の実施形態
　　２－２．第２の実施形態
　　２－３．第３の実施形態
　　２－４．第４の実施形態
　　２－５．第５の実施形態
　３．補足
【００１６】
　（１．関連技術の説明）
　まず、図１を参照して、本開示の実施形態に関連する技術について説明する。図１は、
本開示の実施形態の関連技術に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【００１７】
　図１を参照すると、生体計測装置１０は、光源部１１と、受光部１２と、解析部１３と
を含む。生体計測装置１０は、蛍光分光法を用いて生体計測を実行する生体計測装置であ
る。光源部１１は、生体Ｂの表面の計測対象部分に向けて励起光Ｅを照射する。生体Ｂに
入射した励起光Ｅが生体Ｂの体内物質Ｔを励起させることによって、体内物質Ｔから蛍光
Ｆが発生する。受光部１２は、計測対象部分から放出される蛍光Ｆを受光する。解析部１
３は、受光部１２が受光した蛍光Ｆのスペクトルや強度を解析することによって、体内物
質Ｔを定量化する。
【００１８】
　上記の生体計測装置１０では、光源部１１が生体Ｂの表面の計測対象部分全体に励起光
Ｅを照射できるように、光源部１１と生体Ｂとの間にある程度の空間が必要である。また
、受光部１２が生体Ｂの表面の計測対象部分全体から蛍光Ｆを受光できるように、受光部
１２と生体Ｂとの間にもある程度の空間が必要である。その結果、生体計測装置１０は、
光源部１１および受光部１２と生体Ｂとの間の空間の分だけ大型になり、小型化すること
は困難であった。
【００１９】
　また、生体計測装置１０では、光源部１１から照射された励起光Ｅの一部が、生体Ｂの
表面で反射し、蛍光Ｆとともに受光部１２に受光される。つまり、励起光Ｅの成分が、蛍
光Ｆの解析結果にノイズとして混入する。励起光Ｅと蛍光Ｆとの間の波長の差は比較的小
さいため、生体計測装置１０において蛍光Ｆから励起光Ｅを分離して受光することは困難
であった。
【００２０】
　以下、本開示の実施形態のいくつかについて説明する。これらの実施形態の利点の一部
は、上記の関連技術に係る生体計測装置と比較することによって、より容易に理解される
であろう。
【００２１】
　（２．本開示の実施形態）
　（２－１．第１の実施形態）
　まず、図２～図４を参照して、本開示の第１の実施形態について説明する。図２は、本
開示の第１の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。図３は、本開示の第１
の実施形態に係る生体計測装置の受光部の構成例を示す図である。図４は、本開示の第１
の実施形態におけるフィルタの構成例を示す図である。
【００２２】
　図２を参照すると、生体計測装置１００は、光源部１１０と、遮光体１１２と、受光部
１２０と、フィルタ１２２と、解析部１３０と、制御部１４０とを含む。生体計測装置１
００は、蛍光分光法を用いて生体計測を実行する生体計測装置である。
【００２３】
　光源部１１０は、生体Ｂの表面の第１の部分に対向して配置され、この部分に対して励
起光Ｅを照射する。ここで、励起光Ｅは、生体Ｂの体内物質Ｔを励起状態にして、蛍光Ｆ
を放出させるための光である。つまり、生体Ｂの体内物質Ｔは、励起光Ｅを吸収して励起
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状態になった後、蛍光Ｆを放出して基底状態に戻る。かかる励起光Ｅとしては、例えば近
紫外線や短波長の可視光線が用いられるが、これには限られず、体内物質を励起状態にす
ることが可能な光であれば任意の波長の光を用いることが可能である。光源部１１０とし
ては、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）や
小型のレーザなどが用いられる。
【００２４】
　受光部１２０は、生体Ｂの表面の第２の部分に対向して配置され、この部分から放出さ
れる蛍光Ｆを受光する。受光部１２０は、光検出器（ＰＤ：Ｐｈｏｔｏ　Ｄｅｔｅｃｔｏ
ｒ）などを用いて受光した蛍光Ｆを電気信号に変換し、解析部１３０に提供する。ここで
、生体Ｂの表面の第２の部分は、上記の光源部１１０が配置される第１の部分に隣接する
部分である。また、第２の部分から放出される蛍光Ｆは、励起光Ｅによって励起状態にな
った生体Ｂの体内物質Ｔから放出されたものである。
【００２５】
　かかる受光部１２０について、図３を参照してさらに説明する。図３を参照すると、受
光部１２０は、レンズ１２０１と、スリット１２０３と、プリズム１２０５と、撮像素子
１２０７とを有する２次元分光器を含む。撮像素子１２０７としては、例えば、フォトダ
イオード、またはＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）型、ＣＭＯ
Ｓ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏ
ｒ）型、もしくはＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）型などの２次元
画像センサが用いられる。レンズ１２０１およびスリット１２０３によって導光された光
は、プリズム１２０５で分光されて、撮像素子１２０７上に、一方を波長軸、他方を視野
軸とする２次元の像を結像する。かかる構成によって、例えば、分光成分の位置による変
化を検出することができる。
【００２６】
　これによって、例えば、計測対象範囲に存在する特異点のデータを補正または削除する
ことができる。生体Ｂには、例えば表面の体毛やアザ、ホクロ、または体内の動脈および
静脈の血管など、計測の結果に影響を及ぼす要素が存在している部分がある。このような
部分では、視野軸に沿ってスペクトルが不連続になると考えられる。それゆえ、上記の受
光部１２０の構成によれば、このような部分を特異点として検出することができ、目視に
よる計測位置の選定や複数回の計測による平均値の取得をしなくてもより正確な計測結果
を得ることができる。また、こうして計測される計測量の平坦度によって、現在の計測部
位が適切であるかどうかを計測者に音声や表示などによって通知してもよい。なお、受光
部１２０の構成は上記の例には限られず、例えばラインセンサを用いた構成であってもよ
い。
【００２７】
　また、図３に示されるように、受光部１２０には、フィルタＦ１～Ｆ６が設けられても
よい。図示された例において、フィルタＦ１～Ｆ６は、撮像素子１２０７上に結像される
像の波長軸の方向について分割され、それぞれが異なる波長に特化した狭帯域フィルタで
ある。これによって、波長軸方向でそれぞれの波長の光を個別に計測することができる。
また、図４に示されるように、フィルタＦ１～Ｆ６を、探索する波長群に対応する、例え
ばＲＧＢフィルタのような狭帯域フィルタにしてもよい。この場合、プリズム１２０５を
省略することが可能であり、これによって受光部１２０を小型化し、また生体計測装置１
００に用いられる光学部品を削減することができる。
【００２８】
　ここで、本実施形態では、上記のように、光源部１１０と受光部１２０とが、生体Ｂの
表面の別々の部分に対向して配置される。つまり、本実施形態では、上記の関連技術の場
合とは違い、生体Ｂの表面で励起光Ｅが入射される部分と計測対象の蛍光Ｆが放出される
部分とが異なる。かかる構成は、図示されているように、励起光Ｅが生体Ｂの内部に入射
した後に散乱される性質を利用することによって可能になる。光源部１１０が配置される
生体Ｂの表面の第１の部分から入射した励起光Ｅは、生体Ｂの内部で散乱され、例えば第
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２の部分の内部にある体内物質Ｔに到達する。これによって、体内物質Ｔが励起されて蛍
光Ｆが放出され、この蛍光Ｆが生体Ｂの表面の第２の部分から放出されて、受光部１２０
によって受光される。
【００２９】
　このように、本実施形態では、光源部１１０および受光部１２０が、生体Ｂの表面の別
々の部分について励起光Ｅを入射または蛍光Ｆを受光すればよいため、上記の関連技術の
場合に必要とされた光源部および受光部と生体Ｂの表面との間の空間はなくてもよい。従
って、本実施形態に係る生体計測装置１００は、例えば上記の関連技術に係る生体計測装
置１０と比べて、小型化することが可能である。
【００３０】
　また、本実施形態では、光源部１１０と生体Ｂの表面との間の空間をなくす、つまり光
源部１１０を生体Ｂの表面に近接させて配置することが可能であることによって、生体Ｂ
の内部への励起光Ｅの照射の効率を向上させることができる。また、生体計測装置１００
では、受光部１２０を生体表面に近接させて配置することも可能である。これによって、
生体の表面から放出される微弱な蛍光を効率よく集光することができる。
【００３１】
　遮光体１１２は、光源部１１０と受光部１２０との間に配置される。遮光体１１２は、
例えば、光源部１１０から照射された励起光Ｅが、直接、または生体Ｂの表面で反射して
受光部１２０側に入射することを防ぐ。上記のように、本実施形態では、生体Ｂの表面で
励起光Ｅが照射される部分と計測対象の蛍光Ｆが放出される部分とが異なるため、遮光体
１１２を設けることで励起光Ｅと蛍光Ｆとを隔離することが可能である。これによって、
受光部１２０によって受光されて蛍光Ｆの解析結果に影響を及ぼす励起光Ｅが減少し、Ｓ
／Ｎ（Signal/Noise）比が向上する結果、蛍光Ｆの解析の精度を向上させることができる
。
【００３２】
　フィルタ１２２は、生体Ｂと受光部１２０との間に配置される光学フィルタである。フ
ィルタ１２２は、例えば、励起光Ｅの波長の光は通過させずに、検出波長、つまり蛍光Ｆ
の波長の光を通過させる狭帯域のバンドパスフィルタでありうる。フィルタ１２２を設け
ることによって、例えば、生体Ｂの内部で散乱して体内物質Ｔに到達することなく生体Ｂ
の表面から放出される励起光Ｅが受光部１２０に受光されることを防ぐことが可能である
。これによって、遮光体１１２の場合と同様に、受光部１２０によって受光されて蛍光Ｆ
の解析結果に影響を及ぼす励起光Ｅが減少し、蛍光Ｆの解析の精度を向上させることがで
きる。
【００３３】
　解析部１３０は、例えばＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ
　Ｍｅｍｏｒｙ）などを有するコンピュータによって実現される。解析部１３０は、受光
部１２０から取得した蛍光Ｆのデータに基づいて、蛍光Ｆのスペクトルや強度を解析する
。これによって、例えば蛍光Ｆを放出した生体Ｂの体内物質Ｔを定量化することが可能で
ある。解析部１３０は、生体計測装置１００の一部であってもよいし、また生体計測装置
１００に接続される外部機器であってもよい。また、受光部１２０によって生成される蛍
光Ｆの撮像データがリムーバブルの記憶媒体に格納され、この記憶媒体が生体計測装置１
００から取り外されて解析部１３０を有する他の装置に接続されることで、蛍光Ｆが解析
されてもよい。
【００３４】
　ここで、解析部１３０は、蛍光Ｆの解析において、生体Ｂの体内物質Ｔを計測すること
に適合した付加的な処理を実行してもよい。例えば、解析部１３０は、パルスオキシメー
タと同様の原理により、受光された蛍光Ｆから動脈血中の物質によって放出された蛍光を
分離してもよい。この場合、解析部１３０は、例えば蛍光Ｆのうち、時間的に変化する成
分を、動脈の脈拍によるものとして分離する。
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【００３５】
　制御部１４０は、例えばＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭなどを有するコンピュータによって実
現される。制御部１４０は、上記の生体計測装置１００の各部の動作を制御する。例えば
、制御部１４０は、上記の光源部１１０および受光部１２０の動作を制御する。
【００３６】
　（２－２．第２の実施形態）
　次に、図５を参照して、本開示の第２の実施形態について説明する。図５は、本開示の
第２の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【００３７】
　図５を参照すると、生体計測装置２００は、光源部１１０と、遮光体１１２と、受光部
１２０と、フィルタ１２２と、絞り２２４と、解析部１３０と、制御部１４０とを含む。
なお、上記の構成要素のうち絞り２２４以外については、上記の第１の実施形態と同様の
構成とすることが可能であるため、詳細な説明を省略する。
 
【００３８】
　絞り２２４は、受光部１２０に入射する光の指向性を限定するための光学部材である。
絞り２２４は、例えば、生体Ｂに対して垂直な方向の蛍光Ｆを選択的に通過させて受光部
１２０に入射させる。これによって、例えば、計測対象部分以外から放出された蛍光Ｆの
混入を防ぐことができる。受光部１２０に入射する蛍光Ｆの指向性を限定するための光学
部材としては、絞り２２４に限らず、例えば遮光体が用いられてもよい。
【００３９】
　また、蛍光Ｆ以外の光が受光部１２０に入射することを防ぐための他の構成として、例
えばマイクロレンズアレイが設けられてもよい。マイクロレンズアレイは、例えば体内物
質Ｔの生体Ｂの表面からの深さに対応した被写界深度を有する複数の小さな受光レンズが
アレイ状に配設されたレンズアレイであり、受光部１２０に入射する蛍光Ｆを導光する。
【００４０】
　本実施形態のように、受光部１２０に蛍光Ｆ以外の光が入射することを防ぐ光学部材を
設けることによって、例えば、計測対象の体内物質Ｔ以外の部分で散乱した励起光や、計
測対象ではない体内物質によって放出された蛍光が、計測対象の蛍光Ｆに混入することを
防ぎ、計測の精度を向上させることができる。
【００４１】
　（２－３．第３の実施形態）
　次に、図６を参照して、本開示の第３の実施形態について説明する。図６は、本開示の
第３の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【００４２】
　図６を参照すると、生体計測装置３００は、光源部３１０と、遮光体１１２と、受光部
１２０と、フィルタ１２２と、解析部１３０と、制御部１４０とを含む。なお、上記の構
成要素のうち光源部３１０以外については、上記の第１の実施形態と同様の構成とするこ
とが可能であるため、詳細な説明を省略する。また、これらの構成要素は、上記の第２の
実施形態と同様の構成とすることも可能である。
【００４３】
　光源部３１０は、生体Ｂの表面の第１の部分に対向して配置され、この部分に対して励
起光Ｅを照射する。光源部３１０は、例えばＬＥＤなどを用いて励起光Ｅを照射する。上
記の第１の実施形態の光源部１１０とは異なる点として、光源部３１０は、生体Ｂの表面
に対して傾斜した方向に励起光Ｅを照射する。より詳しくは、光源部３１０は、受光部１
２０に向かって傾斜した方向に励起光Ｅを照射する。光源部３１０は、照射される励起光
Ｅに高い指向性をもたせるために、１または複数のレンズや絞りなどを含む光学系３１０
１を有してもよい。また、光源部３１０は、励起光Ｅの漏出を防ぐために遮光体３１０３
を有してもよい。
【００４４】
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　このような構成は、例えば、生体計測装置３００が、生体Ｂの真皮層Ｂ１の計測に特化
する場合に有効である。この場合、計測対象の体内物質Ｔは、生体Ｂの表面に近い真皮層
Ｂ１にある。励起光Ｅを用いて体内物質Ｔを効果的に励起させるためには、励起光Ｅの照
射の方向を傾斜させ、また励起光Ｅに指向性をもたせて、より多くの励起光Ｅを体内物質
Ｔに到達させることが有効である。一例として、受光部１２０が生体Ｂの表面に対して略
垂直な方向の蛍光Ｆを受光するように構成されている場合、光源部３１０は、この蛍光Ｆ
の方向に略直交する程度まで傾斜した方向に励起光Ｅを照射してもよい。励起光Ｅと蛍光
Ｆとが略直交することで、例えば励起光Ｅと蛍光Ｆとのクロストークを防止することがで
きる。
【００４５】
　（２－４．第４の実施形態）
　次に、図７を参照して、本開示の第４の実施形態について説明する。図７は、本開示の
第４の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【００４６】
　図７を参照すると、生体計測装置４００は、光源部１１０と、遮光体１１２と、受光部
１２０と、フィルタ１２２と、集光プリズム４２６と、解析部１３０と、制御部１４０と
を含む。なお、上記の構成要素のうち集光プリズム４２６以外については、上記の第１の
実施形態と同様の構成とすることが可能であるため、詳細な説明を省略する。また、これ
らの構成要素は、上記の第２または第３の実施形態と同様の構成とすることも可能である
。
【００４７】
　集光プリズム４２６は、生体から放出される蛍光を受光部１２０へと集光する。集光プ
リズム４２６は、例えば、図示されているように、生体Ｂの表面の第２の領域から放出さ
れた蛍光Ｆを集約して受光部１２０に導光する。これによって、第２の領域の全体にわた
る大きさの受光部１２０を設けなくてもよくなり、受光部１２０を小型化することで生体
計測装置４００全体をも小型化することができる。
【００４８】
　（２－５．第５の実施形態）
　次に、図８を参照して、本開示の第５の実施形態について説明する。図８は、本開示の
第５の実施形態に係る生体計測装置の構成を示す図である。
【００４９】
　図８を参照すると、生体計測装置５００は、光源部５１０と、遮光体１１２と、受光部
１２０と、フィルタ１２２と、解析部１３０と、制御部１４０とを含む。なお、上記の構
成要素のうち光源部５１０以外については、上記の第１の実施形態と同様の構成とするこ
とが可能であるため、詳細な説明を省略する。また、これらの構成要素は、上記の第２～
第４の実施形態のいずれかと同様の構成とすることも可能である。
【００５０】
　光源部５１０は、生体Ｂの表面の第１の部分に対向して配置され、この部分に対して例
えばＬＥＤなどを用いて光を照射する。ここで、光源部５１０は、生体Ｂの体内物質Ｔ１
を励起させて蛍光Ｆを放出させるための励起光Ｅ１と、体内物質Ｔ１とは異なる体内物質
Ｔ２を計測するための、励起光Ｅ１とは異なる波長の光Ｅ２とを時分割で照射する。光Ｅ
２は、励起光Ｅ１と同様に、体内物質Ｔ２を励起させて蛍光を放出させる光であってもよ
いし、また、光吸収率によって体内物質Ｔ２を計測するための光であってもよい。体内物
質Ｔ２は、例えば体内物質Ｔ１に対する計測妨害物質でありうる。
【００５１】
　例えば、光源部５１０は、光Ｅ２として、波長９４０ｎｍの光を照射する。この場合、
光Ｅ２の波長が脂肪による光の吸収に特徴的な波長であるため、光Ｅ２を用いて生体Ｂの
内部の脂肪の量を計測することが可能である。また、光源部５１０は、光Ｅ２として、波
長５６８ｎｍ，６６０ｎｍ，８９０ｎｍの光を照射してもよい。この場合、光Ｅ２の波長
が酸化ヘモグロビンに特徴的な吸収波長であるため、光Ｅ２を用いて生体内部の血液によ
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る吸収が励起光Ｅ１を妨げる度合いを計測することが可能である。また、光源部５１０は
、波長８００ｎｍ～９４０ｎｍの光を照射してもよい。この場合、光Ｅ２の波長が還元ヘ
モグロビンに特徴的な吸収波長であるため、動脈血の成分による蛍光への影響を計測する
ことが可能である。
【００５２】
　このように、光源部５１０が励起光Ｅ１と光Ｅ２とを時分割で照射することによって、
例えば蛍光Ｆと蛍光Ｆに対する計測妨害物質になりうる脂肪や血液の状態とを併せて計測
し、これらの成分の変動による体内物質Ｔ１の蛍光Ｆによる計測結果のゆらぎを適切に補
正することができる。
【００５３】
　また、例えば、光源部５１０は、体内物質Ｔ１を励起させるための励起光Ｅ１と、体内
物質Ｔ２を励起させるための励起光である光Ｅ２とを時分割で照射してもよい。この場合
、励起光Ｅ１と光Ｅ２とは、体内物質Ｔ１と体内物質Ｔ２とのそれぞれの励起波長を有す
る光でありうる。体内物質Ｔ１と体内物質Ｔ２とは、いずれも計測対象の物質であっても
よい。つまり、この場合、混在している複数の体内物質Ｔ１，Ｔ２を、それぞれに対応す
る励起光で励起させて蛍光を放出させることによって、分離して計測することができる。
【００５４】
　（３．補足）
　以上、本開示の実施形態について説明した。これらの実施形態によれば、例えば、生体
計測装置のサイズを小型化することができる。一例として、図１に示した関連技術による
生体計測装置のサイズが数百ｃｍ３であるのに対し、本開示の実施形態に係る生体計測装
置のサイズは数ｃｍ３～数十ｃｍ３まで小型化することが可能である。
【００５５】
　また、本開示のある実施形態では、励起光を照射する光源部を生体の表面に近接させて
配置することによって、十分な蛍光を得られるだけの励起光の量を確保しつつ光源の照射
パワーを少なくし、消費電力を低減することができる。また、これによって、例えば励起
光が紫外線であるような場合には、励起光による人体への影響を低減することもできる。
【００５６】
　また、本開示のある実施形態では、励起光を生体の内部で拡散させて体内物質に到達さ
せることによって、生体の表面で反射して蛍光に混入する励起光を減少させ、蛍光による
計測結果の精度を向上させることができる。
【００５７】
　また、本開示のある実施形態では、生体の表面で励起光が照射される部分と蛍光が放出
される部分とが分離されていることによって、例えば励起光と蛍光との波長が接近してい
る物質を計測するような場合に、生体の表面付近での励起光と蛍光との干渉を低減するこ
とができる。
【００５８】
　また、本開示のある実施形態では、励起光と時分割で検査用の光を照射して生体の内部
の計測妨害物質を計測することによって、生体の体質的な差異による計測値の変動や誤差
を低減することができる。
【００５９】
　　（ハードウェア構成）
　次に、図９を参照しながら、本開示の実施形態に係る生体計測装置を実現可能な情報処
理装置９００のハードウェア構成について、詳細に説明する。図９は、本開示の実施形態
に係る情報処理装置９００のハードウェア構成を説明するためのブロック図である。
【００６０】
　情報処理装置９００は、主に、ＣＰＵ９０１と、ＲＯＭ９０３と、ＲＡＭ９０５と、を
備える。また、情報処理装置９００は、更に、ホストバス９０７、ブリッジ９０９、外部
バス９１１、インターフェース９１３、センサ９１４、入力装置９１５、出力装置９１７
、ストレージ装置９１９、ドライブ９２１、接続ポート９２３および通信装置９２５を備
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える。
【００６１】
　ＣＰＵ９０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、ＲＯＭ９０３、ＲＡＭ９
０５、ストレージ装置９１９、またはリムーバブル記録媒体９２７に記録された各種プロ
グラムに従って、情報処理装置９００内の動作全般またはその一部を制御する。ＲＯＭ９
０３は、ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや演算パラメータ等を記憶する。ＲＡＭ９０
５は、ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや、プログラムの実行において適宜変化するパ
ラメータ等を一次記憶する。これらはＣＰＵバス等の内部バスにより構成されるホストバ
ス９０７により相互に接続されている。
【００６２】
　ホストバス９０７は、ブリッジ９０９を介して、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バスなどの外部バス
９１１に接続されている。
【００６３】
　センサ９１４は、例えば、ユーザに固有の生体情報、または、かかる生体情報を取得す
るために用いられる各種情報を検出する検出手段である。このセンサ９１４として、例え
ば、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅ
ｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）等の各種の撮
像素子を挙げることができる。また、センサ９１４は、生体部位を撮像するために用いら
れるレンズ等の光学系や光源等を更に有していてもよい。また、センサ９１４は、音声等
を取得するためのマイクロフォン等であってもよい。なお、センサ９１４は、上述のもの
以外にも、温度計、照度計、湿度計、速度計、加速度計などの様々な測定機器を備えてい
てもよい。
【００６４】
　入力装置９１５は、例えば、マウス、キーボード、タッチパネル、ボタン、スイッチお
よびレバーなどユーザが操作する操作手段である。また、入力装置９１５は、例えば、赤
外線やその他の電波を利用したリモートコントロール手段であってもよいし、情報処理装
置９００の操作に対応した携帯電話やＰＤＡ等の外部接続機器９２９であってもよい。さ
らに、入力装置９１５は、例えば、上記の操作手段を用いてユーザにより入力された情報
に基づいて入力信号を生成し、ＣＰＵ９０１に出力する入力制御回路などから構成されて
いる。情報処理装置９００のユーザは、この入力装置９１５を操作することにより、情報
処理装置９００に対して各種のデータを入力したり処理動作を指示したりすることができ
る。
【００６５】
　出力装置９１７は、取得した情報をユーザに対して視覚的または聴覚的に通知すること
が可能な装置で構成される。このような装置として、ＣＲＴディスプレイ装置、液晶ディ
スプレイ装置、プラズマディスプレイ装置、ＥＬディスプレイ装置およびランプなどの表
示装置や、スピーカおよびヘッドホンなどの音声出力装置や、プリンタ装置、携帯電話、
ファクシミリなどがある。出力装置９１７は、例えば、情報処理装置９００が行った各種
処理により得られた結果を出力する。具体的には、表示装置は、情報処理装置９００が行
った各種処理により得られた結果を、テキストまたはイメージで表示する。他方、音声出
力装置は、再生された音声データや音響データ等からなるオーディオ信号をアナログ信号
に変換して出力する。
【００６６】
　ストレージ装置９１９は、情報処理装置９００の記憶部の一例として構成されたデータ
格納用の装置である。ストレージ装置９１９は、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　
Ｄｒｉｖｅ）等の磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、または光
磁気記憶デバイス等により構成される。このストレージ装置９１９は、ＣＰＵ９０１が実
行するプログラムや各種データ、および外部から取得した各種データなどを格納する。
【００６７】
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　ドライブ９２１は、記録媒体用リーダライタであり、情報処理装置９００に内蔵、ある
いは外付けされる。ドライブ９２１は、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁
気ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体９２７に記録されている情報
を読み出して、ＲＡＭ９０５に出力する。また、ドライブ９２１は、装着されている磁気
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体
９２７に記録を書き込むことも可能である。リムーバブル記録媒体９２７は、例えば、Ｄ
ＶＤメディア、ＨＤ－ＤＶＤメディア、Ｂｌｕ－ｒａｙメディア等である。また、リムー
バブル記録媒体９２７は、コンパクトフラッシュ（登録商標）（ＣｏｍｐａｃｔＦｌａｓ
ｈ：ＣＦ）、フラッシュメモリ、または、ＳＤメモリカード（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ｍｅｍｏｒｙ　ｃａｒｄ）等であってもよい。また、リムーバブル記録媒体９２７
は、例えば、非接触型ＩＣチップを搭載したＩＣカード（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔ　ｃａｒｄ）または電子機器等であってもよい。
【００６８】
　接続ポート９２３は、機器を情報処理装置９００に直接接続するためのポートである。
接続ポート９２３の一例として、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）
ポート、ＩＥＥＥ１３９４ポート、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポート等がある。接続ポート９２３の別の例として、ＲＳ－
２３２Ｃポート、光オーディオ端子、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポート等がある。この接続ポート９２３に外部
接続機器９２９を接続することで、情報処理装置９００は、外部接続機器９２９から直接
各種データを取得したり、外部接続機器９２９に各種データを提供したりする。
【００６９】
　通信装置９２５は、例えば、通信網９３１に接続するための通信デバイス等で構成され
た通信インターフェースである。通信装置９２５は、例えば、有線または無線ＬＡＮ（Ｌ
ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、またはＷＵ
ＳＢ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢ）用の通信カード等である。また、通信装置９２５は、
光通信用のルータ、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉ
ｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）用のルータ、または、各種通信用のモデム等であってもよい。この通
信装置９２５は、例えば、インターネットや他の通信機器との間で、例えばＴＣＰ／ＩＰ
等の所定のプロトコルに則して信号等を送受信することができる。また、通信装置９２５
に接続される通信網９３１は、有線または無線によって接続されたネットワーク等により
構成され、例えば、インターネット、家庭内ＬＡＮ、赤外線通信、ラジオ波通信または衛
星通信等であってもよい。
【００７０】
　以上、本開示の実施形態に係る情報処理装置９００の機能を実現可能なハードウェア構
成の一例を示した。上記の各構成要素は、汎用的な部材を用いて構成されていてもよいし
、各構成要素の機能に特化したハードウェアにより構成されていてもよい。従って、本実
施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、利用するハードウェア構成を変更す
ることが可能である。
【００７１】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【００７２】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を照
射する光源部と、
　前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され、前記励起
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光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部分から放出
される蛍光を受光する受光部と
　を備える生体計測装置。
（２）前記光源部は、前記生体の表面に対して傾斜した方向に前記励起光を照射する、前
記（１）に記載の生体計測装置。
（３）前記受光部は、前記生体の表面に対して略垂直な方向の前記蛍光を受光し、
　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交する、前記（２）に記載の生
体計測装置。
（４）前記受光部に入射する光の指向性を制御する光学部材をさらに備える、前記（１）
～（３）のいずれか１項に記載の生体計測装置。
（５）前記第１の体内物質の前記生体の表面からの深さに対応した被写界深度を有する複
数の受光レンズがアレイ状に配設されたレンズアレイをさらに備え、
　前記受光部に入射する前記蛍光は前記レンズアレイによって導光される、前記（１）～
（４）のいずれか１項に記載の生体計測装置。
（６）前記光源部と前記受光部との間に配置される遮光体をさらに備える、前記（１）～
（５）のいずれか１項に記載の生体計測装置。
（７）前記光源部は、前記第１の部分に対して、前記励起光と、前記生体の前記第１の体
内物質とは異なる第２の体内物質を計測するための前記励起光とは異なる波長の光とを時
分割で照射する、前記（１）～（６）のいずれか１項に記載の生体計測装置。
（８）前記受光部は、２次元分光器を含む、前記（１）～（７）のいずれか１項に記載の
生体計測装置。
（９）前記蛍光を集約して前記受光部に導光する集光部をさらに備える、前記（１）～（
８）のいずれか１項に記載の生体計測装置。
（１０）生体の表面の第１の部分に対して励起光を照射することと、
　前記励起光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記生体の表
面の前記第１の部分に隣接する第２の部分から放出される蛍光を受光することと
　を含む生体計測方法。
（１１）生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を
照射する光源部と、前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配
置され、前記励起光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第
２の部分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置に備えられるコンピ
ュータに、
　前記光源部を制御する機能と、
　前記受光部を制御する機能と
　を実現させるためのプログラム。
（１２）生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記第１の部分に対して励起光を
照射する光源部と、前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配
置され、前記励起光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第
２の部分から放出される蛍光を受光する受光部とを含む生体計測装置に備えられるコンピ
ュータに、
　前記光源部を制御する機能と、
　前記受光部を制御する機能と
　を実現させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
（１３）生体の表面の第１の部分に対向して配置され、前記生体の表面に対して傾斜した
方向に励起光を照射する光源部と、
　前記生体の表面の前記第１の部分に隣接する第２の部分に対向して配置され、前記励起
光が前記生体の第１の体内物質を励起させることによって発生し前記第２の部分から放出
される前記生体の表面に対して略垂直な方向の蛍光を受光する受光部と
　を備え、
　前記励起光が照射される方向は、前記蛍光の方向に略直交する生体計測装置。
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【符号の説明】
【００７３】
　１００　　生体計測装置
　１１０　　光源部
　１１２　　遮光体
　１２０　　受光部
　１３０　　解析部
　１４０　　制御部
　Ｂ　　生体
　Ｔ　　体内物質
　Ｅ　　励起光
　Ｆ　　蛍光

【図１】 【図２】
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